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目的：磁性体において、相互作用の競合とランダムネスの効果によってスピンが空間的にラン

ダムな方向に凍結したスピングラス秩序状態の本質を明らかにするこが本研究の目的である。
スピングラスの実験結果を説明する有力なシナリオであるKawamuraによって提唱されたカイ
ラリティ仮説では、磁気異方性が無視できる極限で、立体的なスピン秩序構造の右・左を表す
カイラリティが凍結するカイラルグラス転移温度TCGがスピングラス転移温度TSGと異なる
(TCG>TSG)点が非自明かつ重要なポイントである。本研究では、大きなサイズの平衡シミュレー
ションにより精度の高いTCG、TSG の決定を行い、「スピン-カイラリティ分離」の有無を明ら
かにする。

内容：等方的3次元Heisenberg スピングラスについて、先行研究を超えるサイズであるL=48

(スピン数N=L3)までを、周期的境界条件および自由境界条件の二種類の境界条件の下でモンテ
カルロシミュレーション（ 熱浴法 + over-relaxation 法 + 温度交換法）を行い、転移温度
TSG,TCGのより精度の高い決定を行う。

結果：種々の物理量を用いて解析した結果、

転移温度がTSG=0.130(1)、TCG=0.143(1) と求

まり、spin-chirality 分離を支持する結果が

得られた。

利用した計算機：OCTOPUS
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